
 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 福岡市学習定着度調査 

 

 

 

  

調査実施日  令和元年9月3日 

             調査対象   第４学年  

             調査科目   算数・国語 

 

 

  

福岡市では、平成２２年度からすべての小中学校で、学習状況や生活習慣等に 

関する実態調査を行っています。 



 

算数  ・・・福岡市平均と比較し、やや上回っている 

 

〔調査結果の分析〕 

○数の仕組み、数の構成について整数や小数で答える設問で、正答率が福岡市

平均と比較して上回っています。 

○図形の形や箱の辺の数、垂直や平行の関係について図から読み取る設問、 

 三角定規の角、三角形の特徴について答える設問で、正答率が福岡市平均と

比較してやや上回っています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題） 

・3位数のかけ算や分数の引き算を正しく解くことに課題が見られます。 

・図形の特徴について書かれた文章から図形の名称を答えたり、提示された物の 

大体の重さを答えたりするなど、図形の性質や日常で見るものの大体の重さを 

考えることが苦手なようです。 

・折れ線グラフの傾きや、2本のグラフの比較から数値を読み取り、答えを 

求めることに課題が見られます。 

（手立て） 

・補充・発展の時間(学力パワーアップタイム)を使い、計算の練習や文章問題を 

解いて、既習内容の定着を図ります。 

・具体的な操作活動を授業に位置付けて、量感を伴って理解させるような学習を 

進めていきます。 

・折れ線グラフのデータの読み取りなどを算数の時間だけではなく、社会科の 

学習につなげるなど、内容によって他教科と関連させる活動をしていきます。 

 



 

国語  ・・・福岡市平均と比較し、やや上回っている 

 

〔調査結果の分析〕 

○言語についての知識・理解・技能、読む能力、話すこと・聞くことを問われる

設問において、得点率が福岡市平均と比較してやや上回っています。 

○説明的文章を読むことに関する設問において、得点率が福岡市平均を上回っ

ています。 

 ○いくつかの情報が書かれた文章から正しい言葉を抜き出し、答える問題の 

  平均点は福岡市と比較して上回っているものの、得点率自体は低く、努力を 

要します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（課題） 

・文章の一部を自分の言葉で考えて書いたり、本文中から正しい言葉を抜き出したり

して書くことに課題があります。 

・２つの文章(メモと文章)を比較し考える問題など、複数の情報を関連させて答えを

導き出す問題に答えることが苦手なようです。 

 

（手立て） 

・文章と資料を関連付けて読んだり、それぞれの段落を要約したりしながら説明文 

などの文章を読み取る指導をしていきます。 

・相手や目的を意識して、調べたことをまとめて報告するなど、自分の考えを 

話したり、文章に書いたりして表現する言語活動を位置付けていきます。 


